
次期公的年金シミュレーター
ユーザー視点を実現する設計・開発の取り組み

第22回年金広報検討会
令和8年3月17日（火）
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1. はじめに

1.1 今回の改修範囲

1.2 公的年金シミュレーターの特徴

1.3 初期構築時の考え方
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1. はじめに

1.1 今回の改修範囲

• 現行シミュレーターの対象は「老齢年金」のみ

• 老齢年金は年齢と加入期間に基づいて

シミュレーション可能であり、比較的理解しやすい制度

• 受給額を試算するにあたり、シンプルな操作性

(入力項目数等)の提供が可能

現状の
公的年金シミュレーター

老齢年金

公的年金

老齢年金

公的年金

障害年金

公的年金

iDeCo
個人型確定拠出年金

私的年金

次期の
公的年金シミュレーター

機

能

追

加

• 今回の改修により「老齢年金」に加え、

「障害年金」と「iDeCo」のシミュレーション機能を追加

• 「障害年金」は障害の等級や初診日など、

「老齢年金」に比べて制度が複雑

• 機能の増加に伴い各機能に対するニーズを理解、

整理することが必要

• 賦課方式である公的年金と、積立方式である

iDeCoの両方を同じシミュレーターで扱うことから、

表現の検討、及び位置づけの定義は必要
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1. はじめに

1.2 公的年金シミュレーターの特徴

年金シミュレーションツールとしてのポジショニングマップ リーフレット（抜粋）

キーワードは「簡単に」「迅速に」「手軽な」試算
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1. はじめに

1.3 初期構築時(老齢年金)のデザインコンセプト

①「パッと試算」を実現する”シンプルな”構成
今回の改修において、シミュレーション機能を追加するにあたり、コアな特徴である

“シンプルな操作感”は踏襲し、ユーザーの迷いがない画面設計を目指します。

②仕組みや制度の周知に向けた”分かりやすい”表現
本ツールの目的である「年金の仕組みを国民に正しく、分かりやすく周知」に向け、

仕組みや制度についても理解が深めることができるよう、ヘルプやガイドの見直し、

充実を図ります。

③予見可能性の向上のための個々人の“見える化”の実現
個々人のパラメータに基づき“見える化”することは本シミュレーションツールの本質であり、

「シミュレーション」をキーワードに訪れるユーザーの期待値でもあると考えております。

ユーザーニーズを確実に反映したシミュレーションの結果表示を検討します。
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1. はじめに

1.4 本改修で大事にしたこと

実現に向けた3つのアクション

深い共感
E m p a t h y

反復デザイン
I t e r a t i v e  D e s i g n

「不」の徹底解消
P r o b l e m  S o l v i n g

徹底したユーザー視点の追求
公的年金シミュレーターの特徴、及び類似サービスのポジショニングから

年金の試算におけるユーザー体験を重視した設計を実施

一人の「人間」としてユーザーを捉え

(定義し)、どのような悩みを解決できる

サービスなのかを検討・共有し、

利用シーンを見据えた設計を推進

早期にUIデザインを具現化(プロトタイプ)、

そのプロトタイプを通じてユーザーや

有識者に問い続け、何度も繰り返し

ブラッシュアップを実施

「使いにくい」「分からない」「不安」、

そして特に「誤解」など。これらの「不」を

排除し、ストレスフリーな体験を追求
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2. 「ユーザー視点」の実現に向けた取り組み

2.1 人間中心設計プロセス(HCDプロセス)の実践

2.2 ユーザー視点を実現するための体制の構築（ステークスホルダマップ）

2.3 初期構築時の考え方
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2. 「ユーザー視点」の実現に向けた取り組み

2.1 人間中心設計プロセス(HCDプロセス)の実践

利用状況の

把握と明示

ユーザーと組織の

要求事項の明示

設計による

解決策の作成

要求事項への適合

人間中心設計プロセスの計画

適切な箇所への繰り返し

要求事項に対する

設計の評価

徹底したユーザー視点の実現に向けて

HCDプロセス※の実践

作り手の思い込み（仮説）を、

ユーザーや有識者などの意見や

反応（事実）で研磨を繰り返し、

確実なプロダクトに落とし込んでいく

プロセスを実践

※製品やサービスの開発において、ユーザーの行動やニーズ、

利用環境を深く理解し、それらを設計の中心に据えることで、

使いやすさ（ユーザビリティ）や高い体験（UX）を実現す

る開発手法。仮説検証を通じて製品の完成度を高めていく

のが特徴

ユーザー

HCDプロセス
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2. 「ユーザー視点」の実現に向けた取り組み

2.2 ユーザー視点を実現するための体制の構築

有識者

大学教授/FP/社労士/先生

ユーザー

請負事業者
知見の提供

仮説の確認

実態ヒアリング

ユーザー調査会社

公的年金シミュレーター

サービス提供利用

アプリ開発

発注

UIUX

デザイナー

業務委託調査データ提供

UIUXデザイナーの役割

• 抽象的な要件を具体化(見える化)

＃ラピッドプロトタイピング

• ユーザビリティ・アクセシビリティの実現

• “ユーザー視点”に関する解像度の向上

• 一貫したUIルールの提供

ユーザー調査会社の役割

• 客観的なユーザー評価の実施

• 被験者選定（スクリーニング）

• HCDプロセスの伴走

有識者の役割

• 提供価値のアドバイス

• 仮説に対する意見の提供
＃障害年金・iDecoのサービス内の位置づけ

＃ターゲットユーザー

＃試算結果の示し方等

• 現状の確認

想定ユーザーでの評価

ステークスホルダマップ
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2. 「ユーザー視点」の実現に向けた取り組み

2.3 設計・開発プロセス

提供価値やターゲットユーザー、シミュレーション内

での位置づけ等、仮説を構築し検証

合わせて仮説に基づきプロトタイプを作成し、具

体的なフィードバックを獲得

2025年 2026年

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

要件定義

ユーザーテスト

（α版）

有識者

インタビュー

設計・開発

ユーザーテスト

（β版）

有識者

インタビュー

Phase 1
仮説の構築と検証・要件の見える化

Phase 2
フィードバックドリブンに基づく設計・開発

Phase1にて作成したコンセプトとユーザーテスト（α版）の結果に基づき、

関係者内でプロトタイプを繰り返し作成・評価

テスト

アクセシビリティテスト

Phase 3
プロダクトのブラッシュアップ

Phase2の活動をもとに利用者に

特に初期コンセプトに掲げた「誤認」させないという観点から

複数の利用シーン
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2. 「ユーザー視点」の実現に向けた取り組み

2.4 アクション(ユーザーの深堀（+設計思想の共有）)

• 一人の人間としてユーザーを定義

• 公的年金シミュレーターが「誰」に対して「どのような価値」を

提供するのかを整理

• それぞれの機能でターゲットとするユーザーを具体化し、

プロジェクトメンバー間で共有することで設計思想を統一
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2. 「ユーザー視点」の実現に向けた取り組み

2.4 アクション(ラピッドプロトタイピング※(Figma)による要件の見える化)

Figma

障害年金における結果表示の簡易プロトタイプ※UI/UXデザインにおいて低〜高忠実度の試作品を迅速に作成し、テスト・修正を繰り返す高速開発手法
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2. 「ユーザー視点」の実現に向けた取り組み

2.4 アクション（ユーザー評価）

事象・行動

目に見える事実

意識的な理由

言葉にできている理由

顕在ニーズ

潜在ニーズ

インサイト 未充足の欲求

本音・深層心理

(ツールを用いた)定量評価

＃ヒートマップ・コンバージョン計測

定量評価

＃会場調査（CLT調査）

定性評価

＃デプスインタビュー

3つの手法でユーザーを評価
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2. 「ユーザー視点」の実現に向けた取り組み

2.4 アクション（ユーザー評価）

会場調査（CLT調査※）
顕在ニーズを中心に、反応や評価を“その場で”確認する調査

※CLT：Central Location Test

オフラインデプスインタビュー
顕在ニーズを起点に、潜在ニーズを経て、インサイトを発見する調査

1回目(要件定義)

321サンプル

現行サービスの「使いやすさ」のアンケート

障害年金・iDeCoに対する懸念や不安、

現状の理解度等の意識調査

仮説に対する検証

5サンプル

現行サービスのユーザビリティ評価

障害年金・iDeCoのプロトタイプにおける

ポジネガ評価

仮説の検証

2回目(総合テスト)

316サンプル

次期サービス全体の操作性の確認

コンテンツの評価（情報が正しく、適切に

伝達されているか、誤認誤解は無いか）

8サンプル

次期サービス全体のユーザビリティ評価

コンテンツの評価（情報が正しく、適切に

伝達されているか、誤認誤解は無いか）

各サービスのポジネガ評価

定量評価

定性評価



15

2. 「ユーザー視点」の実現に向けた取り組み

2.4 アクション（ツールによる定量評価）

終了エリア 熟読エリア クリックエリア
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3. HCDプロセスに基づいたUIデザインの検討

3.1 障害年金のシミュレーション結果における期待値（レベル感）の評価

3.2 iDeCo運用リスクに対する理解の深化

3.3 ライフプランの「全体像」と「持続性」の把握

3.4 「不」を解消できる表現の見直し

3.5 結果の2層表示による年金制度の理解の深化
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3. HCDプロセスに基づいたUIデザインの検討

3.1 障害年金のシミュレーション結果における期待値（レベル感）の評価

“障害等級”ごとの受給金額が一見できるシンプルな結果表示が好評

障害年金のシミュレーションにおいては「制度が存在すること」、及び「基本的な制度を理解してもらうこと」をコンセプトとして検討。

グラフにおいてもシンプルに提示することを想定していたが、その期待値やレベル感を確認するためにプロトタイプをベースに有識者、ユーザーに評価を実施。

プロジェクト関係者の中では時系列と積み上げグラフ（①or②）を想定していたもの、③でのシンプルな表示に評価が得られた。

②受給期間の流れを明示

①各種イベントを明示

③障害等級ごとの金額差を明示

④年齢ごとの受給額を文字で明示
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3. HCDプロセスに基づいたUIデザインの検討

3.2 iDeCo運用リスクに対する理解の深化

「iDeCoは元本割れしない」という

認識を持つ層が一定数存在

• プッシュ型による情報提示

＃「読み飛ばし」を回避

• 図示により元本割れの

リスクがあることの明示

• 利回りの選択においても

「リスク」という言葉を採用

• 「積立金額を下回る」旨を記載

• 運用リスクの正しい理解については仮説においても懸念の一つ

• 定量調査では「リスクは理解できている」との回答（9割）

• 一方でユーザーインタビューでは誤解している意見が複数あり

＃厚生労働省のロゴがあるから元本割れは無いと思った等

• iDeCoは自身で責任もって運用する制度であることを理解した

上でシミュレーションするフローを検討

• ユーザー評価にて読み飛ばし(読まれない)ケースが散見、気づき

を与えることができるデザインに見直し
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3. HCDプロセスに基づいたUIデザインの検討

3.3 ライフプランの「全体像」と「持続性」の把握

運用の継続（積み上げ）だけではなく資産寿命（取り崩し）にも同等に関心有

会場調査において「いくら貯まるか」というだけではなく、「そのお金で老後どう過ごせるか」ということの可視化においても同様に関心が高い結果となった。iDeCoの

シミュレーションにおいては制度への“気づき”と合わせて、iDeCo出口戦略、及びライフプランの検討につなげることを狙い、両方のグラフを提示。

積立額

需給見込み額 取り崩し
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3. HCDプロセスに基づいたUIデザインの検討

3.4 「不」を解消できる表現の見直し

難解な制度(文言やガイド)により

シミュレーション操作が阻害されている(完遂できない)

• 「働き方」「期間」「年収」のいずれかの情報入力欄で戸惑った層は58%を

占め、その中でも「期間」が30%と最も高い

• 各項目に共通して「どの時点の情報を入力すればよいかが分からない」など

の指摘

• 左記以外でもラベルやガイド文等の表現をユーザー視点（迷わないか、誤

解しないか）の観点でブラッシュアップを実施

現行

次期
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3. HCDプロセスに基づいたUIデザインの検討

3.5 結果の2層表示による年金制度の理解の深化

老齢、障害の基礎年金、厚生年金は

大事な考え方であるが理解度は十分ではない

• 老齢基礎年金、老齢厚生年金は将来の働き方、キャリア選択に

影響する考え方

• 一方で理解は十分ではない（会場調査）

• シミュレーションの結果表示を二層にすることで制度への“気づき”と

“理解”を促す

現行(老齢年金) 次期(老齢年金) 次期(障害年金)
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